
梅雨が明け、これから気温の高い日が続きますので、皆さま熱中症にはお気をつけください。

さて、第２回、第３回の学校運営協議会では、協議会委員と教職員、協議会委員と児童・生徒が話し合

う場を計画されているところもあります。このような機会が、学校と地域相互の理解を促進し、連携が深

まるきっかけとなることを願っています。

コミュニティ・スクールを知っていただく機会として、各学校の取組みについて、コミュニティ・スク

ール通信で毎月紹介していきます。今月は尚徳中学校区です。

ふるさとの魅力発見と、仲間との絆づくりを目的とし

て、１年生がＳＴウォークを実施しました。（尚徳中学校

では、総合的な学習の時間をＳＴと呼んでいます。）

班ごとに４地区（尚徳、永江、五千石、成実）に分かれ

て、校区にある史跡や文化財、施設などを訪ねました。

生徒からは「神社が約1000年の歴史があってすごかっ

た。」「じっくり見たいと思っていたところを見られてよか

った。」「地域の人が優しく話しかけてくださった。」「公民

館で人のあたたかみを感じた。」など感想があり、史跡や文

化財、施設の魅力発見だけでなく、地域の方の優しさに触

れ、見守られていることへのありがたさも感じたようで

す。

４月27日に福市遺跡公園を会場に米子つつじまつりが開催

され、１～３年生の 14 名がボランティアとして参加しまし

た。射的や輪投げ、ボーリング、つつじ苗木プレゼントなど

のブースに分かれて活動をしました。

とても天気が良く、気温も高くて暑くなりましたが、元気

にがんばっていました。今後も各地域でイベントが開催さ

れ、中学生がボランティアとして活躍する場面がたくさんあ

ります。若者の力が地域の活性化につながっていくことを期

待しています。

尚徳中学校



今年も、１・２年生がさつまいもの苗を地域のボランティアの方と一緒に植えました。秋には大

きく育ったさつまいもの収穫を予定しています。

収穫後１・２年生は、さつまいもの苗植えや活動のボランティアでお世話になった地域の方々を

招待して、お芋パーティを開催します。

日頃、あまりお話をすることのないボランティアの方々と子どもたちが楽しそうに歓談する姿は

とてもほほえましいものです。今後も地域の方々とのふれあいを大切にしていきます。

５月末に４年生～６年生の児童が学校近くの田んぼで田植えをしました。田んぼは地域の JA

青壮年部の皆さんが年間を通して管理をして下さっています。

この日も苗の植え方を指導していただき、泥田の感触を楽しみながら田植えをしました。

今後も JA青壮年部のご協力をいただいて稲刈り・脱穀を行い、11月末には地域の方を招待し

て全校で餅つき集会を行う予定です。

五千石小学校

尚徳小学校

昨年のお芋パーティーの様子
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（お問い合わせ）生涯学習課 23-5442、学校教育課 23-5435

人と人がつながる第一歩 あいさつを大切にしよう

成実についてを学ぶ場を

宗像神社について発表します 3年生奈喜良壕は何のために 5年生成実にもあった戦争 6年生

成実コミュニティ・スクールでは、家庭・学校・地域のつながりを大切にしています。子どもた

ちが育つ「成実」という大地を耕すことで、子どもたちに「成実で育ってよかったな。」「成実大好

き!!」という思いをもって育っていってほしいと考えます。

そのために人と人とがつながることを大切にしています。

活動の一部を紹介します。

休むと、子どもたちが心配して

くれるんです。子どもたちに

パワーをもらっています。

成実小学校


